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期待される水力エネルギー

向 準 一 郎摩

今夏，日本列品は近年にtJ.い猛男ーに見舞われ、更に経済拡大基調と相まってfu));，日要は急

激伝増加を示した。予想を大幅に上向る問要に対応するため，m力業界はm力融通，節句等

の対策を講じ，供給量を確保した。また，突然のイラクのクウェー ト侵攻に端を発する中点

的勢の緊迫化はエネルギー問題について関係者のみとtらず広く国民一般の関心を喚起してい

る。

人類の歴史はその萌芽期の人力，嘗力を初めとして，水力，風力等の自然エネルギー，化

石燃料，原子力等のエネルギーの利用拡大とともに発展してきたと言っても過Eではない。

特に産業革命以降の技術文明の先述，経済拡大は化石燃料の大量消費に支えられてきた。一

方，資源の大量消費， 生態系の大規棋改変，人工の都市集中化ならびに発展途上同等を'1'心

とした人口増加，貧困等は，地球規模の環境問世iを志起している。

これに対して，経済成長と環境保全の両立を目指す「持続可能必発以(Sustainable 

Dev巴lopment)J，すなわち「将来の|世代がそのニーズを充足する能力を損伝うことはく現在

のニーズを充足する」ような開発の在り fjが|詞際的認識として定着してきており ，I時際ill合，

先進同首脳会議等においても度々確認が行われている。

経済成長とエネルギ一市要は密接伝関係をイTしており，将来とも「持続可能必発泌」を円

指すには安定したエネルギー源の確保が不可欠である。 IEA(1989年)の予測によれば、世

界のエネルギー需要は開発途上同の経済発Jmに伴い年間 2%以上の増加が予想され，同府

2020年には1987年の 2倍以上の市要が縫定されている。エネルギ一応要の地加は必然的に地

球環境に影響を及ぼすため， 持続'IT能な IJ日発と t羽和するエネルギー I~日発が求められている。

このような状況下にあって，水力エネルギーは再生可能エネルギーとして訂|浪の化石燃料

の節約，カ ーボンフリ ーなクリーンエネルギーとして大気等の環境保全，更には発版途上同

のエネJレギー自給率の向上，ベーシックヒューマンニーズの充足等に資するところが大きく，

「持続可能な発展」に合致する数少はい，別実的なエネルギー源、であり，この開発を促進す

ることは地球の未来 (OurCommon Future)を考える上で必要欠くべからざるものと考え ら

れる。以下に水力開発の意義，役割について述べることとする。

現在，水力発電は世界の一次エネルギーの約 7%を供給しており，また世界の発屯m力:w:

の約20%を賄う重要なエネルギー源である。世界全体の理論包蔵水力は年間40-50兆kWh，

開発可能包蔵水力は年間10-20兆kWhと推定されている。 WATERPOWER (89-9)の凋

査結果によると開発可能包蔵水力のうち既開発分は約14%であり，残る約86%は未開発と算

定している。また，そこで未開発包l詑水力とされる年間約13兆kWhは1986年の世界の発屯
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mカ:w:を上向り ，同年の世界の石油エネルギーの消費iJ:に匹敵するものである。未開発包蔵

水力は主にアジア，アフリカ，中南米，ソ連に包蔵されており ，これら地域の米IJfJ発包蔵水

力資源、は全!I!界の既開発虫の約 6倍にも相当している。

/J<力エネルギーは太陽熱による水循環をエネルギー源とする再生可能なエネルギーである

ため，この利川により推定日J採年数が約50年程度とされる石油，天然ガス，また同約150年

程度とされるイii支等の化石燃料の大幅節約が可能であり，その分のこれら貴重な資源を将来

の世代のためにWL作することができる。

M近，1"1際的な問題としてお浮上してきた地球環境川組に対しては，水力発屯は以下の点

で大きく口献するものと考えられる。

-大気111の炭酸ガス (COz)等温室効果ガスのJ:MJJIIによる地球温暖化に伴う海面上昇，気候

変動等の恐れが指摘されているが，ノ1<力発mは炭酸ガスを先生することはない。

化石燃料の燃焼に伴う大気中の SOx，NOx等の敵性ガス放山による降雨の敵性化による湖 ( 

泊の PH低下，森林，建造物の被害の発生が指摘されているが，水力発屯はこれら敵性ガ

スを発生することはない。

.7./<カエネJレギーの開発は薪炭材の代替として，また'1半や|ドいと幻'位;

より周辺の緑化ならひび.に下流域のj浴舘概も可能であることからl砂沙j漠史化の防止に干寄寄与することが

できる。

また，水力エネ Jレギーは1000万kW 級の趨大規脱mJ1~から，数 kW 級の極小規模開発まで

他のm源に比l絞して幅の!ぶい山)J脱税の開発が可能であり，地点特性，需要に見合った開発

カfできる。

すはわち，IE内に畳高な水ブJ資源を有する場合は，その1RIの法幹エネルギー源として，さ

らに加給上余剰が生じる場合あるいは国境河川の開発等の場合は系統連系により多国1M]融通

による同家プロック内の基幹エネルギー源としての開発が可能である。また，水力エネルギー

を水電解により水素等化学エネルギーに変換，輸送し国際的基幹エネルギ一源として広範囲

の利用も将来的には期待できる。

中小規模水力は，開発途上国の地方旬化に果たす役割lは大きく，薪炭代将エネルギーとし

て熱源，光源のみならず人力，苦力に頼っている潅概，排水，飲料水供給，小規模加工場の

動力エネJレギーとして，地域社会の経済発展，生活ならびに文化水準の向上に寄与できる。

水力エネルギーの開発がその膨大な資源量の存在にもかかわらずあまり進展していない原

因としては，国際連系送屯線等の未拡充，国際河川の開発調整の遅れ，資金調達の困難さ，

水力開発に起因する水没・減水等の環境問題，さらには資源の地域偏在性に起因する以.体的

な開発調貨の不足等が上げられる。これらの課題はもちろん一朝一夕には解決できるもので

ははいが， I刻ill技術開発の促進，調査 ・資金控JM"7-の凶際協力の推進により必ずや克服でき

るものであり ，その中で1m発先進同として我が同の果たす役割は大きいと考えられる。

このように将来とも世界規模のエネルギ一応給バランスをA雪える上で;，7./<カエネlレギーは重

要は位置を山めるものであり，そのお突とよ開発促進がJUJ侍されている。水力発包の歴史はダ

ム技術の進歩と共に発展してきた。ダムの調査，I設計，施工等に係る先進的な技術開発は，

水力開発の促進にとって豆要必要ぷである一方，ダム築造に伴う環境影響についても十分与

配慮が製品'jされており，ダム技術J守へ寄せられるWJ侍はますます高まりつつある。今後とも

ダム技術者の大いなる活躍を望むものである。


